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  磁界を利用した最先端検査装置です。 

                   
SQUID 磁束計は，磁気計測において，最も磁界検出感度が高く，生体などの微弱信号計測が可

能であり，臨床診断への新たな情報の提供の可能性がある．この生体磁気計測用ハードウエア

の開発と計測・解析用プログラムを作製する．また，計測した生体磁気信号は信号ノイズ比（SNR）

が低いためノイズ除去処理，および信号の特徴抽出を行う．さらに，得られた信号を画像とし

て，表示可能なシステムとする． 

下図は，WPW症候群の心磁図計測結果を示す．疾患部位を矢印で示している． 

 

 

 
10-12 T オーダーの微弱磁界の計測を行うことができる。心臓の活動や筋肉の活動の計測を行

う。 
その他、10-9 T オーダーの環境磁気ノイズや各種機器からの磁気ノイズの計測とモデル解析

を行う。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


